
 

 

 

盛土沈下に伴う沈下を考慮した補強土壁の施工検討 
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１．はじめに 

2018 年 6 月に，久慈川に架かる国道 45 号久慈大橋の高規格

道路化・市街地内の国道 45 号の高速道路切替工事に着手し

た．そして，この 2021 年 5 月に盛土作業が完了し，市街地内の

盛土部を引渡し完了した．本編では，新井田地区補強土部の盛

土に伴う沈下量予測とその対応について報告する． 

２．工事概要 

本工事は復興道路である国道 45 号を構成する「三陸沿岸道

路 野田久慈道路(普代～久慈)L=25km」のうち，久慈市内の 1．

6km の土工事と橋梁下部工事を施工するものである． 

新井田地区の概要を図 1 に示す．新井田地区には軟弱粘性

土である Ac1 層が 4．8m 程度，Ac2 層が 13．1m 程度堆積して

いる．同地区 No1228R 側では当初設計はテールアルメの補強

土壁が計画されていた．補強土壁の壁面直下は圧密対象層の

すべてを改良する深層混合処理を実施、背面盛土下は深度８

ｍの中層改良を行った．中層改良下に圧密対象層である粘性

土が残るため、残留沈下による，補強土壁の壁面クラックや目

地ずれの懸念があった． 
そこで，供用後までの盛土放置期間を利用し，計測管理により

収束確認し壁面を後施工する補強土としてアデムウォール工法を採用した．アデムウォール工法の詳細図を図２に示す．壁面

の設置は，盛土による圧密沈下の動態観測を行い，圧密沈下の収束を待って行うこととなった． 

３． 調査及び解析 

アデムウォール工法における壁面の施工開始時

期の検討には，アデムウォール基礎地盤の圧密沈

下収束を確認する必要がある．そのため，アデムウ

ォール盛土部に沈下板を設置し，動態観測を実施

した．動態観測によって得られた実測沈下量を用い

た双曲線法により，最終沈下量を予測し，Δe 法によ

る圧密沈下計算結果と比較した． 

３．1 動態観測概要 

 新井田地区に設置した沈下板の計測位置を示し

た平面図とアデムウォール盛土部に設置した沈下板

No．1228R の断面図（A-A）をそれぞれ図 3，図 4 に

示す． 

３．２ 双曲線法による沈下量予測 
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図 2 アデムウォール詳細図 

図 3 沈下板位置平面図 

図 1 新井田地区概要 
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双曲線法による沈下予測方法に用いる式 1)を図 5 に示す．  

No．1228R に設置した沈下板より得られた実測沈下量から双曲線法 1)により以下の

条件で最終沈下量を予測した． 

・盛土完了後の実測沈下量より直線近似による予測 

・盛土完了後の最終沈下量が大きくなるように安全側に予測《βを小さく設定》 

沈下量予測の結果を図-6 に示す．安全側に予測した最終沈下量（青線）は 133mm

であり，21/6/28 時点の残留沈下量は 11mm(=133mm-122mm)となる． 

３．３ 考察 

圧密沈下計算結果（Δe 法）と双曲線法による沈下量予測との結果比較をそれぞれ

図-7，表-1 に示す． 

全層の最終総沈下量は，Δe 法による圧密沈下計算では 467mm であったものが，

実測による双曲線法の沈下量予測では 133mm と計算の 28％程度であった．アデムウ

ォールの基準によると，アデムウォール及び周辺の変状に対する嵩上げ盛土の沈下及

びひび割れの項目において管理基準値は沈下量 100mm 未満が安全領域とされてい

る 2）．全層残留沈下量が 100mm になる日数は，圧密沈下計算では 1163 日(2023/12/5)

であったものが，双曲線法による沈下量予測では 161 日（2021/3/8）と 14％程

度に短縮された．沈下量が小さくなった要因として，仮設壁の施工前に背面

盛土の下部に深度 8m まで中層混合処理工を施工しており，この中層混合

の改良体の周面摩擦により，総沈下量が減少し，圧密時間が短縮されたもの

と想定される． ただし，中層混合処理工以深に粘性土（Ac1 層の一部と Ac2

層）が残っているため，将来的に荷重増があった場合には，再度沈下が進

み，壁面の変形や壁面材の損傷，目地の変状等の不具合が発生する可能

性が考えられる． 

４． まとめ 

21 年 8 月末時点で，沈下の収束が概ね確認できたため，アデムウォール

壁面の設置を行い，2021 年 12 月時点で引き渡しが完了した．アデムウォー

ルの壁面設置後の沈下量は 2 ヶ月間で最大 2ｍｍ程度に収まっている． 

引き渡し後の安全管理のため，不具合が発生しても管理者が対応できるよう資

料を作成し共有を行っている． 
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図 4 No．1228R 側沈下板位置 

断面図(A-A) 

 

図 6  圧密沈下計算結果（Δe 法） 

表 1  双曲線法による予測と圧密沈下検討（Δe 法）の結果比較 

図 5 双曲線法による沈下予測

方法に用いる式 1） 

 

273 日（21/6/28） 1163 日（23/12/5） 
全層残留沈下量 100mm 全層圧密度 42．8％ 

図 7 双曲線法 1)による将来沈下量の予測 

単位 圧密沈下解析（Δe法） 双曲線法（安全側）
盛土時期 開始日 日 0 0
盛土時期 完了日 日 13 13
盛土材湿潤単位体積重量 γ kN/m3 18 -
排水条件（Ac2） 両面 -
全層 圧密度90％ 沈下量 mm 421 120
全層 圧密度90％ 経過日数 日 1852 135
全層 圧密度100％ 沈下量 mm 467 133
Ac2 圧密度90％ 沈下量 mm 393 -
Ac2 圧密度90％ 経過日数 日 1914 -
Ac2 圧密度100％ 沈下量 mm 437 -
全層 残留沈下量100mm 経過日数 日 1163 161
全層 残留沈下量100mm 圧密度 % 79 92
Ac2 残留沈下量100mm 経過日数 日 1163 -
Ac2 残留沈下量100mm 圧密度 % 77 -
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